
お困りのこと、関心のある項目に○をつけてください。
よろしければその内容や理由をあわせて教えてください。

医療・介護・福祉
　内容：

子育て・教育
　内容：

環境
　内容：

人権・ジェンダー平等
　内容：

その他

ご意見、ご要望など自由にお書きください。

ご協力ありがとうございました。

〒125-0054  葛飾区高砂 8-21-1
ＴＥＬ：03-5876-4757　ＦＡＸ：03-5876-4758
e-mail：katsushika@seikatsusha.net
https：//numata.seikatsusha.me

議員は交代制、議員の特権化を防ぎます
議員報酬は市民の政治活動資金に
選挙はカンパとボランティアで

生活者ネットワーク
３つのルール

議員は市民の代理人。
生活者ネットワークは議員を代理人と呼び活動しています。

令和６年 第４回葛飾区議会定例会
（予定）

11.27
12.13

水
金

時間

１０：００～１２：００
場所 

葛飾・生活者ネットワーク事務所

曜日に関わりなく開催します

区政のことを聞きたい、

くらしの中の困りごとを相談したい、などなど

どなたでも気軽におこしください。

会場となった豊島区立西池袋中学校内には『にしまるーむ』
という教室ではない居場所があり、生徒たちがリラックスして過ごしたり、
先生ではない大人と話したりすることで不登校状態になる生徒が激減。
他の自治体でも様々な方法で「学校内の居場所」が運営されており
子どもたちがそれぞれの時間を過ごしていることを学びました。

泉南市の子どもの権利に関する条例と権利擁護のための具体的取り組み、
女性と子どものための自立支援住宅「六甲ウィメンズハウス」にて
女性支援、滋賀県のグリーンインフラと流域治水について学びました。

特定小型原動機付自転車「電動サイクル」に試乗。
特定原付の交通ルールの周知の必要性を痛感しました。

　　　　　　　佐渡市の生物多様性保全､
有機農業推進による地域づくり、脱炭素
先行地域の取り組みについて学びました。

幕張メッセで開催される武器見本市について「安保関連法に反対するママの会
＠ちば」の小林文子さん、谷口初江さんよりお話を聞きました。

議会活動報告会と学習会「え？？幕張メッセで武器の見本市？
千葉県は死の商人にビジネスチャンスを与えるのか？？」を開催

戦争の道具をつくる
のを

や
め
よ
う

誰
の
子
ど

も
も殺させない！

自転車交通安全教室
（京成ドライビングスクール）

高砂まちづくり勉強会

中学校内の居場所サミット

女性支援新法のより良い運用を
考える世田谷区民集会

関西視察
東新小岩運動場内覧会見学

非核平和祈念のつどい

佐渡視察

納涼盆踊り （住吉）

東京都原爆犠牲者追悼のつどい

香害パネル展

第２回定例会 報告会・学習会

9.25

9.23 9.16

8.26
8.24

8.5-6
8.1

7.29-30

7.25

7.217.14

7.13

沼田たか子の活動の一部をご紹介します

公式ＷＥＢサイト、ＳＮＳ▶
議会後は駅前などでレポートの配布、議会の様子や沼田の活動を報告しています。
区民の皆さんの意見を伺う大切な時間でもあります。気軽にお声がけください。

議会報告をしています

厚労省HP

mRNA ワクチン
ファイザー社・モデルナ社・第一三共社・
Meiji Seika ファルマ社（レプリコンワクチン）

組換えタンパクワクチン　武田薬品工業社

どのワクチンが使用されるかは
各医療機関に問い合わせを。
各ワクチンについては厚生労働省の
ホームページをご確認ください。

供給が予定されているワクチンメーカー

入院が必要な程度の症状に対する医療費限定

世帯の生計を支えていると認められる場合
遺族年金として 1年およそ２６０万円を最長
１０年間支給。それ以外の場合は遺族一時金
としておよそ７８０万円を支給

入
院

死
亡

定期接種　H6.10/1〜H7.3/31

入院の必要のない比較的軽い症状であっても
医療費の自己負担分を支給

因果関係が否定できないと認定された場合の
支給額は死亡一時金としておよそ４，５００万円

入
院

死
亡

特例臨時接種　H6.3/31 まで

/NHK NEWS WEB健康被害救済制度の一部変更新型コロナワクチンについては、感染症のまん延予防の観点から
全額公費による特例臨時接種が実施されてきましたが、令和６年３月
で終了し、１０月１日からは努力義務のない定期接種となりました。
対象者は６５歳以上の高齢者と、６０～６４歳までの重症化リスクの
高い人です。接種費用は約１万５，０００円ですが、葛飾区では国で賄う
８，３００円以外の費用を全額助成することから、区内対象者は無料で
接種できます。無料とすることで、これまで同様接種を義務と捉えて
しまう人がいるのではないかという心配から、ワクチンについて区の
考え方を問いました。葛飾区では、重症化予防効果がある一方、死亡
などの健康被害のリスクもあるため、予防接種の健康被害救済制度に
ついての説明を予診票に同封しているとのことでした。

これまでのコロナワクチン接種では、区内の健康被害救済制度申請者
は３１人。急性心筋炎、急性循環不全、深部静脈血栓症、突然死などの
疾病名で認定されています。うち死亡についての申請は 9人、認定
5人、判定待ちは 4人です。区は今回の接種は義務でも強制される
ものでもなく、メリットとデメリットの確認や接種を受けるかどうか
の判断は各自で行ってほしいと説明しています。しかし、区のホーム
ページの情報は個人が判断するための材料としては十分とはいえず、
情報提供の充実を求めました。

新型コロナワクチンの位置づけが変わり、
各自の判断で接種することになりました

本文にユニバーサルデザイン（UD）の考えに基づいた
見やすいデザインの文字を採用しています

情報公開、区民との対話、
区政への区民参画をもっと

だれもが安心して暮らせるかつしかに
葛飾区議会議員
葛飾・生活者ネットワーク
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あなたに知ってもらいたい


